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令和６年度全国学力・学習状況調査の結果について 

                                              

                            【吉田町教育委員会】 

 

１ 調査の概要 

⑴ 目的（文部科学省のねらい） 

  ア 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学 

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

  イ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

  ウ ア、イの取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

⑵ 調査実施日 

   令和６年４月 18日(木) 

⑶ 吉田町の実施学校数及び実施児童生徒数 

 ア 小学校 

   ３校（住吉小学校・中央小学校・自彊小学校） 児童数 228人（第６学年）  

 イ 中学校  

    １校（吉田中学校）生徒数 223人（第３学年） 

⑷ 調査内容 

  ア 教科に関する調査（国語、算数・数学）  

 イ 質問紙調査 

   (ｱ) 児童生徒に対する調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等 

(ｲ) 学校に対する調査（指導方法に関する取組や教育条件の整備の状況等） 

 

２ 調査結果の概要 

⑴ 吉田町の学力に関する調査結果 

ア 平均正答率の静岡県・全国との比較               （％） 

学年 教科 吉田町 静岡県 差 全国 差 

小６ 
国語 64.7 67.2 -2.5 67.7 ‐3.0 

算数 54.6 61.6 -7.0 63.4 ‐8.8 

中３ 
国語 59.4 59.0  0.4 58.1  1.3 

数学 50.7 55.3 -4.6 52.5  -1.8 

     ※ 文部科学省は、都道府県・市町村の平均正答率の小数点以下を四捨五入して公表 

しているが、静岡県・吉田町では、独自に小数点第１位まで算出した。 
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イ 正答数に対する児童生徒数の割合  

     棒グラフ…吉田町 ▲折れ線グラフ…県 ◆折れ線グラフ…全国  

小学校「国語」 小学校「算数」 

中学校「国語」 中学校「数学」 

 

・小学校国語、中学校国語・数学における最頻値は、県・全国と同様の傾向が見られ

るが、小学校算数においては、最頻値が県・全国に比べて正答数の少ない位置に

ある。 

・小学校国語・算数、中学校数学においては、正答数の多い児童生徒数の割合が県・

全国に比べて低く、特に小学校算数では、正答数の少ない児童数の割合が高い。 
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ウ 平均正答率の経年比較：県との差（％） 

① 小学校 

※ 平成 30 年度までの結果は、国語 A・国語 B 及び算数 A・算数 B を足して平均を出し「国    

語」「算数」の平均正答率を算出 

 

② 中学校 

※ 平成 30 年度までの結果は、国語 A・国語 B 及び数学 A・数学 B を足して平均を出し「国語」

「数学」の平均正答率を算出 

県 

比較 
H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

国語 -5.9 -0.3  1.8 -0.4  0.6 -2.8  3.4   0.4 -1.1 -1.9 －2.5 

算数 -2.2 -1.6  0.3 -0.2  1.6 -2.4  0.5  -0.2 -3.0 -2.5 －7.0 

県 

比較 
H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

国語 -2.4 -2.6 -5.8 -2.9 -3.7 -1.6 -4.1  -0.6 -2.8 -2.1  0.4 

数学 -3.1 -5.1 -7.7 -3.4 -5.0 -2.2 -1.2  -2.0 -4.0 -6.0 －4.6 
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３ 課題の見られた問題（正答率が 50％以下、又は県や全国との差が大きいもの） 

 

【小学校国語】 

問題

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉田町 県 全国 

１二

⑵ 
50.0 53.6 52.9 

オンラインで交流する場面

における和田さんの話し方

の工夫として適切なものを

選択する。 

資料を活用するなどして、自

分の考えが伝わるように表

現を工夫することができる

かどうかをみる。 

２三

ア 
29.4 41.9 43.4 

【高山さんの文章】の下線部

アを漢字を使って書き直す。

（きょうぎ） 

学年別漢字配当表に示され

ている漢字を文の中で正し

く使うことができるかどう

かをみる。 
２三

イ 
65.8 74.6 76.0 

【高山さんの文章】の下線部

イを、漢字を使って書き直

す。（なげる） 

 

問題番号１二(2)  

資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができ
るかどうかをみる問題 

 

 
学習指導要領における内容 （抜粋） 

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等  

Ａ 話すこと・聞くこと  

ウ 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫すること。  

正答：２ 相手が興味をもっていることに気づき、用意していた実物をしめしながら話した。 
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問題番号２三ア   

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかど

うかをみる問題 

 
 
 
 
 

 
学習指導要領における内容（抜粋）  
〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能  

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項 

エ 第５学年及び第６学年の各学年においては、学年別漢字配当表の当該学年までに配当

されている漢字を読むこと。また、当該学年の前の学年までに配当されている漢字を書き、

文や文章の中で使うとともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書き、文や文章の中

で使うこと。  

＜改善に向けて＞ 

１二⑵は、Ａ話すこと・聞くことの思考力、判断力、表現力等を問う問題である。

問題では、図書委員会の活動について交流する中でクイズ大会に対して「おもしろ

そうですね。」という言葉を受け、相手が興味をもった点を詳しく伝えるように実物

を提示しながら説明をする場面の工夫を問いている。児童の半数が回答できなかっ

たことを考えると、相手とじっくり会話をして交流する場で、相手意識をもって具

体物を示して説明をするよさを価値付け、日常生活と結び付けて実感する機会を設

定することが必要である。 

２三は、文章に合った漢字を書く問題である。他の問題が県や全国の正答率に近

いものだったのに対して、10ポイント程度又はそれ以上低くなっている。正答率が

低かった「きょうぎ」は、同音異義語がある。「競技」と「協議」の意味の違いを理

解していること、文章からその意味を判断し、正しく漢字を書く力が必要である。

文脈から判断し、適切な漢字を書く力を付けるために、活字に触れ、読んだり、書い

たり、話したりして語彙を豊かにする活動を行うことが必要である。また、日常的

に本や新聞などを読む機会を増やすことで読解力を高めいくことも大切である。 

これらの問題に共通する課題は、適切な学習活動の選択である。「話すこと、聞く

こと」「書くこと」は、実際に話したり、聞いたり、書いたりする中で身に付けるも

のとなる。ICT活用が増えた中、全てを ICT に置き換えるのではなく、学習内容に合

わせた活動を選択することが重要である。今後、研修の中で、目標や学習内容をし

っかり捉え、そのために適切な活動であるかという視点で授業を振り返る機会を設

定することが大切である。 

 

 

 

 

 

正答： 競 技 



 

6 

【小学校算数】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉田町 県 全国 

１⑴ 48.2 59.3 62.1 

問題場面の数量の関係を捉

え、持っている折り紙の枚数

を求める式を選ぶ。 

問題場面の数量の関係を捉え、

式に表すことができるかどうか

をみる。 

３⑵ 50.9 67.5 71.3 

円柱の展開図について、側面

の長方形の横の長さが適切

なものを選ぶ。 

直径の長さ、円周の長さ、円周

率の関係について理解している

かどうかをみる。 

３⑶ 23.2 36.6 36.5 

直径 22cm のボールがぴった

り入る箱の体積を求める式

を書く。 

球の直径の長さと立方体の一辺

の長さの関係を捉え、立方体の

体積の求め方を式に表すことが

できるかどうかをみる。 

４⑶ 25.9 28.6 31.0 

家から学校までの道のりが

等しく、かかった時間が異な

る二人の速さについて、どち

らが速いかを判断し、そのわ

けを書く。 

道のりが等しい場合の速さにつ

いて、時間を基に判断し、その

理由を言葉や数を用いて記述で

きるかどうかをみる。 

４⑷ 44.3 50.9 54.1 
家から図書館までの自転車

の速さが分速何ｍかを書く。 

速さの意味について理解してい

るかどうかをみる。 

 
問題番号 3(3) 
 球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式
に表すことができるかどうかをみる問題 

 

正答：２２×２２×２２ 
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学習指導要領における領域・内容 （抜粋） 

〔第３学年〕 Ｂ 図形   知識及び技能、思考力，判断力，表現力等 

⑴ 図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ｳ） 円について、中心、半径、直径を知ること。また、円に関連して、球についても直径

などを知ること。 

 イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ)  図形を構成する要素に着目し、構成の仕方を考えるとともに、図形の性質を見いだし、

身の回りのものの形を図形として捉えること。  

〔第５学年〕 Ｂ 図形   知識及び技能、思考力，判断力，表現力等 

⑷ 立体図形の体積に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｲ) 立方体及び直方体の体積の計算による求め方について理解すること。  

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の体積の求め方を考えるとともに、体

積の単位とこれまでに学習した単位との関係を考察すること。 

＜改善に向けて＞ 

 ３⑶は、球（ボール）がぴったり入る立方体（箱）の体積を求める式を問いてい

る。球の直径は、それがぴったり入る立方体の縦、横、高さそれぞれの長さと等しく

なることから、立方体の体積は直径の長さを３回かけることとなる。球の直径と立

方体の一辺の長さがどのような関係にあるのかを考える力を付けていかなければな

らない。そのためには、具体物の操作や学んだことを日常につなげる経験をし、な

ぜそうなるのか意味を考え実感する学習が必要である。 

課題の見られる問題に共通することは、基礎的・基本的な知識に基づいて思考力

を働かせる点である。「なぜそうなるのか」根拠をじっくり議論したり、意味を語り

合ったり、実感したりする場面が大切となる。対策として、多様な考えに触れ多面

的にものを見たり、意味を理解したりする活動を単元で意図的に取り入れた協働的

な学びと個別最適な学び、体験的な学びと ICT を活用した学びのバランスをとるこ

との大切さを再認識することが必要である。加えて、家庭学習では、短答式の問題

に限らず、解き方や根拠を説明する学習（人に説明する、文章化する等）を行った

り、自分の課題を分析し、身に付けるべき内容を明確にして習熟を図ることが大切

である。 

 

【中学校国語】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉田町 県 全国 

１二 65.9 70.2 68.5 

話合いの中で発言する際に指

し示している資料の部分とし

て適切な部分を○で囲む。 

資料を用いて自分の考えが分

かりやすく伝わるように話す

ことができるかどうかをみる｡ 

１三 43.5 45.3 44.0 

話合いの中の発言について説

明したものとして適切なもの

を選択する。 

意見と根拠など情報と情報と

の関係について理解している

かどうかをみる。 
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３一 77.1 81.9 81.4 

物語を書くために集めた材料

を取捨選択した意図を説明し

たものとして適切なものを選

択する。 

目的や意図に応じて、集めた

材料を整理し、伝えたいこと

を明確にすることができるか

どうかをみる。 

 
問題番号 1三  
意見と根拠など情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる問題 

 

学習指導要領における内容 （抜粋） 

〔第１学年〕 知識及び技能 

⑴  情報の扱い方に関する事項  

ア 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること。  

《情報と情報との関係》 

＜改善に向けて＞ 

正答率が一番低い１三は「フィルターバブル現象の資料」をもとにグループで話

し合った発言の意図を問う問題である。話し合いでは、内容に注目し目的を見失う

ことがあるため、目的を考えながら相手の意図を汲んで話し合う力が必要である。

そのために、相手の主訴をつかむ活動、情報収集では意見と根拠に整理してまとめ、

順序立てて伝える活動を取り入れることが大切である。 

課題の見られる問題に共通することは、相手に分かりやすく伝える点である。「話

すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の全領域で、伝える目的や相手の意図

を捉える場を設定していくようにする。その際、ICTで他者参照することに加え、双

方向でのやり取りとなる対話活動も取り入れる必要がある。 

正答：３  おすすめの本のコーナーを利用することが自分とは異なる価値観に触れることにな

るという意見を、理由を明確にして述べている。 
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【中学校数学】 

問題 

番号 

正答率（％） 
問題の概要 出題の趣旨 

吉 田 町 県 全国 

６⑵ 34.2 44.6 35.9 

正三角形の各頂点に○を、各辺

に□をかいた図において、□に

入る整数の和が○に入れた整

数の和の２倍になることの説

明を完成する。 

目的に応じて式を変形した

り、その意味を読み取ったり

して、事柄が成り立つ理由を

説明することができるかどう

かをみる。 

７⑴ 64.0 76.1 74.3 

障害物からの距離が 10cm より

小さいことを感知して止まる

設定にした車型ロボットにつ

いて実験した結果を基に、10cm

の位置から進んだ距離の最頻

値を求める。 

与えられたデータから最頻値

を求めることができるかどう

かをみる。 

７⑵ 23.4  29.2  25.9  

車型ロボットについて「速さが

段階１から段階５まで、だんだ

ん速くなるにつれて、10cmの位

置から進んだ距離が長くなる

傾向にある」と主張することが

できる理由を、５つの箱ひげ図

を比較して説明する。 

複数の集団のデータの分布の

傾向を比較して読み取り、判

断の理由を数学的な表現を用

いて説明することができるか

どうかをみる。   

８⑵ 13.5  16.9  17.1  

18Ｌの灯油を使いきるまでの

「強」の場合と「弱」の場合の

ストーブの使用時間の違いが

およそ何時間になるかを求め

る方法を、式やグラフを用いて

説明する。 

事象を数学的に解釈し、問題

解決の方法を数学的に説明す

ることができるかどうかをみ

る。 

９⑴ 23.4  31.5  25.8  

点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分

ＡＢについて同じ側に正三角

形ＰＡＣとＱＣＢをつくると

き、ＡＱ＝ＰＢであることを、

三角形の合同を基にして証明

する。 

筋道を立てて考え、証明する

ことができるかどうかをみ

る。 

 

問題番号７⑵ 

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な

表現を用いて説明することができるかどうかをみる問題 
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学習指導要領における領域・内容 （抜粋） 

〔第２学年〕 Ｄ データの活用 思考力，判断力，表現力等 

⑴ データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう 

指導する。  

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り、批判的に 

考察し判断すること。  

＜改善に向けて＞ 

７⑵は、箱ひげ図（四分位数）の資料から何が読み取れるのか、筋道を立てて説明
する力が求められている。そのためには、箱ひげ図が何を意味しているのか十分理解
した上で説明する力が必要である。その力は、教師の指導を受け内容理解をして問題
を解くだけでなく、考えた理由を数学的な表現を用いて説明することで育成される。 

課題の見られる問題に共通することは、根拠を説明する力を問いている点であるた

め、どの領域においても考えを書く、説明し議論する場を設定していく必要がある。

算数同様、家庭学習では、短答式の問題に限らず、解き方や根拠を説明する学習、自

分の課題を分析して習熟を図ることも大切である。 

正答の条件 

次の(a)又は(b)について記述しているもの。 

(a) 箱ひげ図の箱がだんだんと右側にずれていっていること。 

(b) 第 1四分位数と第 3四分位数がだんだんと大きくなっていること。 

正答例 

・ 速さが段階 1 から段階 5 まで、だんだん速くなるにつれて、箱ひげ図の箱の位置が右側

にずれていっている。(解答類型 1) 

・ 速さが段階 1 から段階 5 まで、だんだん速くなるにつれて、第 1 四分位数と第 3四分位

数が大きくなっている。(解答類型 2) 
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４ 吉田町の学習状況に関する調査結果 

⑴ 児童生徒質問紙調査の主な結果 ※肯定的な回答の割合 
  黄色…10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上上回る。   青色…県・全国より下回る。［単位％］ 

質 問 項 目 
小学校    中学校 

吉田町 県比 全国比 吉田町 県比 全国比 

自分には、よいところがあると思いますか。 89.3 4.4 5.2 87.7 3.1 4.4 

将来の夢や目標を持っていますか。 78.6 -4.6 -3.8 63.0 -3.9  -3.3  

人が困っているときは、進んで助けていますか。 97.4  4.3  4.7  94.1  2.8 4.0 

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつ

でも相談できますか。 
83.9  15.8 16.8 72.2  3.8 4.7 

学校に行くのは楽しいと思いますか。 91.5  5.0 6.7 84.4  -0.5 0.6 

小学５年（中学１,２年）のときに受けた授業で、PC・タブ

レットなどの ICT 機器を、どの程度使用しましたか。 
93.8  28.3 34.3 96.4  24.4 32.0 

小学５年（中学１,２年）のときの学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を活用することについて、 

次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか。 

① 自分のペースで理解しながら学習を進めることが

できる。 
95.1 8.3 9.6 87.7  5.8 7.5 

② 分からないことがあった時に、すぐ調べることがで

きる。 
96.9 4.5 4.8 96.8  1.5 2.9 

③ 画像や動画、音声等を活用することで、学習内容が

よく分かる 
95.9 5.3 6.1 91.8  1.4 2.8 

④ 自分の考えや意見を分かりやすく伝えることがで

きる。 
92.0 12.3 12.8 90.4  11.3 12.7 

⑤ 友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる。 97.3 10.4 11.2 94.5  6.4 8.3 

⑥ 友達と協力しながら学習を進めることができる。 95.1 7.7 8.0 93.2  6.5 8.0 

小学５年(中学１,２年）のときに受けた授業では、課題の

解決に向けて自分で考え自分から取り組んでいましたか。 
91.5 9.6 9.6 65.2  8.8 0.4 

授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして

お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか。 
96.8 4.8 5.2 87.2  6.0 13.7 

国語の勉強は好きですか。 64.3 4.3 2.3 70.4  7.6 6.1 

国語の授業の内容はよく分かりますか。 87.9 3.2 1.6 80.0  -1.2 -2.7 

算数［数学］の勉強は好きですか。 63.9 1.1 2.9 72.6  14.3 15.4 

算数［数学］の授業の内容はよく分かりますか。 79.4 -2.3 -2.7 74.4 0.1 -1.3 

＜結果より＞ 
 授業におけるパソコンなどの ICT 機器の活用は、県・全国に比べてかなり進んでお
り、特に、自分の考えや意見を分かりやすく伝えたり、友達と考えを共有したりする
場面で効果的だと捉えている児童生徒の割合が県・全国に比べて高い。 
 「自分にはよいところがある」と回答した児童生徒の割合が県・全国よりも高く、
自己肯定感が高まりつつある。一方で、「将来の夢や目標を持っている」と回答した児

童生徒の割合が県・全国よりも低く、小学生よりも中学生の割合が低くなっているこ
とは課題である。 



 

12 

⑵ 学力調査と学習状況調査のクロス集計  

 

小学５年（中学１,２年）までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で
考え、自分から取り組んでいましたか。 

 
＜小学校＞              ＜中学校＞ 

 

小学５年（中学１,２年）のときの学習の中で PC・タブレットなどの ICT機器を
活用することについて、次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか。 
⑵ 分からないことがあった時に、すぐ調べることができる。 

 
＜小学校＞              ＜中学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果より＞  

「課題の解決に向け、自分で考え、自分から取り組んでいる」「ICT機器を活用し
て分からなかったことをすぐ調べている」児童生徒ほど正答率が高い。このことか
ら、本町で取り組んできた主体性の育成や ICT の活用が効果を生んでいることが分
かる。自分の考えを持ち、主体的に学びに向かうとともに、友達と対話しながら協
働的に学ぶことで教科の目標である知識・技能や思考力等を高め、確かな学力の向
上を図っていくことが大切である。 
また、単に ICT を取り入れるだけではなく、どのように活用することが確かな学

力の向上に効果的であるのか研究し、児童生徒の深い学びにつなげていくことが必
要である。 
 

とても           そう思う          あまり       そう思わない 

そう思う                        そう思わない 

とても           そう思う          あまり       そう思わない 

そう思う                        そう思わない 

当てはまる   どちらかといえば   どちらかといえば   当てはまらない 

当てはまる         当てはまらない 
当てはまる   どちらかといえば   どちらかといえば   当てはまらない 

当てはまる         当てはまらない 

当てはまる   どちらかといえば   どちらかといえば   当てはまらない 

当てはまる         当てはまらない 


